

１　本モデル授業の特徴

本モデル授業は，新学習指導要領に基づき，児童生徒の豊かなスポーツライフを実現するための資質・能力の育成を目指し，以下のオリンピック，パラリンピックの価値に着目して作成しました。

	○　オリンピックの価値

・　卓越（Excellence）
　　　スポーツに限らず人生においてベストを尽くすこと。大切なのは勝利することではなく，目標に向かって全力で取り組むことであり，体と頭と心の健全な調和をはぐくむことである。

・　友情（Friendship）
　　　スポーツでの喜びやチームスピリット，対戦相手との交流は人と人とを結び付け，互いの理解を深める。そのことは平和でよりよい世界の構築に寄与する。

・　敬意/尊重（Respect）
　　　互いに敬意を払い，ルールを尊重することはフェアプレー精神をはぐくむ。これはオリンピック・ムーブメントに参加するすべての人にとっての原則である。

『JOC の進めるオリンピック·ムーブメント』
https://www.joc.or.jp/movement/data/movementbook.pdf
（平成26年　公益財団法人 日本オリンピック委員会）
○　パラリンピックの価値

・　勇気（Courage）

マイナスの感情に向き合い，乗り越えようとする精神力

・　強い意志（Determination）

困難があっても，諦めず限界を突破しようとする力

・　インスピレーション（Inspiration）

人の心を揺さぶり，駆りたてる力

・　公平（Equality）

多様性を認め，創意工夫をすれば，誰もが同じスタートラインに立てることを気づかせる力

日本パラリンピック委員会HP　https://www.jsad.or.jp/paralympic/what/index.html



２　モデル授業を活用する際の留意点

　本モデル授業は，学習活動や発問，指示，課題等を単独で活用できるモデルとして作成しています。学習活動は時系列で示していますが，各学習活動が授業の１単位時間に限定して示しているものではありません。また，モデル授業全体が，単元全ての学習内容を示すものでもありません。先生方が指導を行う学習内容に関連させながら活用できるようにしています。

なお，児童生徒の学びや気付きはあくまで予想であり，児童生徒がこのような学びの姿にならなければならないものではありません。活用にあたっては，予想外の児童生徒の反応も肯定的に受け止めたり，後の振り返りを丁寧に行ったりし ，授業改善を進めることが重要です。本モデル授業を参考に，各学級や児童生徒の実態に応じた体育科，保健体育科の授業改善につなげてください。
３　本授業モデルのポイント



◇　着目したオリンピック（パラリンピック）の価値

◇　学年   　　第○学年

◇　単元名


◇　目標（育成が期待できる資質，能力）
⑴　知識及び技能
⑵　思考力，判断力，表現力等

⑶　学びに向かう力，人間性等

◇　展開
	学習活動
	発問，指示，課題等
	児童・生徒の学びや気付き

	
	

	


 各学校における本モデル授業の活用にあたって





考え・基礎知識から「つながり」に至る部分





 保健体育科の指導における


オリンピックの価値に着目したモデル授業





○学校





モデル授業実施の際に，着目する価値を示しています。





モデル授業の対象学年を示しています。





「本事例の特徴を示したタイトル」


【新学習指導要領に示された単元名】





モデル授業作成の意図や授業の内容や流れ，児童生徒に育成が期待できる資質，能力など，授業の全容が分かるよう，モデル授業の特徴をまとめて記載しています。


また，オリンピック，パラリンピックの価値に着目しながら，体育科，保健体育科で指導する領域・種目・単元等をどのようにとらえて作成したのかを表現しています。また，学校，児童生徒の実態を踏まえ，どのようなことに留意して作成したのかを解説しています。





◇　本モデル授業の特徴



































オリンピック，パラリンピックの価値に着目した授業を実施することで，児童生徒に育成が期待できる資質，能力の例を新学習指導要領で育成を目指す資質・能力の３つの柱で整理して示しています。





学習活動は，授業の時系列で配列しています。なお，学習活動単独でも，授業で活用できます。





授業で教師が生徒に示す発問や課題，その提示の仕方等を記載しています。





設定した学習活動の中で，準備した発問，指示，課題等に取り組ませることで，児童生徒の予想される学びの姿（発言，行動，記述等）を具体的に記載しています。











